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歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
３

９
２
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
合

計
額
は
、
８
９
８
億
７
０
３
４
万

９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
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区
政
目
標
体
系
の
変
更
に
伴
い
、

総
務
部
の
事
務
分
掌
に
危
機
管
理

に
関
す
る
こ
と
を
加
え
る
な
ど
、

部
の
事
務
分
掌
を
変
更
し
ま
す
。
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法
令
改
正
に
伴
い
、
個
人
情
報

を
取
り
扱
う
職
員
な
ど
の
義
務
、

個
人
情
報
の
保
護
措
置
に
か
か
る

指
定
管
理
者
の
責
務
、
職
員
な
ど

に
対
す
る
罰
則
な
ど
を
規
定
し
ま

す
。　

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

東
京
都
か
ら
都
営
住
宅
の
移
管

を
受
け
る
に
あ
た
り
、
一
定
の
負

担
が
付
い
た
土
地
お
よ
び
建
物
の

贈
与
を
受
け
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

証
明
書
の
交
付
の
請
求
に
か
か

る
電
子
申
請
の
運
用
開
始
に
伴
い
、

電
子
署
名
に
よ
る
本
人
確
認
の
方

法
を
規
定
し
ま
す
。
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平
成　

年
度
行
政
評
価
の
評
価

15

結
果
を
踏
ま
え
、
平
成　

年
度
か

17

ら
仙
石
原
中
野
荘
を
民
営
化
す
る

に
当
た
り
、
条
例
を
廃
止
し
ま
す
。
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負
担
付
贈
与
の
受
領
に
よ
り
都

営
住
宅
の
移
管
を
受
け
、
こ
れ
を

区
営
住
宅
と
し
て
新
設
す
る
に
当

た
り
、
そ
の
名
称
、
位
置
な
ど
を

定
め
る
と
と
も
に
、
併
設
す
る
駐

車
場
の
使
用
の
手
続
き
な
ど
を
規

定
し
ま
す
。
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①
無
料
制
駐
車
場
の
沼
袋
第
一

自
転
車
駐
車
場
お
よ
び
野
方
第
一

自
転
車
駐
車
場
を
有
料
制
駐
車
場

と
し
、
こ
れ
に
伴
う
規
定
を
整
備

し
ま
す
。

　

②
登
録
制
駐
車
場
の
う
ち
野
方

第
二
自
転
車
駐
車
場
を
有
料
制
駐

車
場
と
し
ま
す
。

�
�
�
（
２
件
・
次
項
に
掲
載
）

�
�
�
�
（
２
件
・
次
項
に
掲
載
） 

 　

平
成　

年
４
月
、
地
方
自
治
法

12

等
の
改
正
に
よ
り
、
特
別
区
が
長

年
取
り
組
ん
で
き
た
都
区
制
度
改

革
が
実
現
し
、
特
別
区
は
基
礎
自

治
体
と
し
て
法
律
上
の
明
確
な
地
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位
を
確
立
し
た
。

　

こ
の
法
改
正
に
よ
り
、
住
民
に

身
近
な
行
政
は
第
一
義
的
に
特
別

区
が
担
い
、
東
京
都
は
、
特
別
区

の
区
域
を
通
じ
て
大
都
市
の
一
体

性
確
保
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
限

度
で
市
町
村
事
務
を
行
う
こ
と
と

な
り
、
そ
の
役
割
に
応
じ
た
財
源

配
分
の
確
立
が
求
め
ら
れ
た
。
し

か
し
、
都
区
間
の
役
割
分
担
と
財

源
配
分
の
明
確
化
に
つ
い
て
は
都

区
の
合
意
に
は
至
ら
ず
、
平
成　
12

年
２
月
の
都
区
協
議
会
に
お
い
て
、

東
京
都
知
事
と
特
別
区
長
会
と
の

間
で
「
清
掃
事
業
の
特
例
的
な
対

応
期
間
が
終
了
す
る
平
成　

年
度

17

ま
で
に
協
議
す
べ
き
主
要
５
課

題
」
が
確
認
さ
れ
た
。

　

我
々
は
、
こ
の
協
議
結
果
を
踏

ま
え
、
東
京
都
と
交
渉
す
る
特
別

区
長
会
を
全
面
的
に
支
援
す
る
こ

と
を
確
認
し
、
以
後
、
強
い
関
心

を
も
っ
て
見
守
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
実
務
的
な
協
議
が
続
け
ら
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
と

特
別
区
と
で
は
、
い
ま
だ
に
基
本

的
な
部
分
の
認
識
が
噛
み
合
っ
て

い
な
い
と
聞
い
て
お
り
、
こ
う
し

た
状
況
に
つ
い
て
、
議
長
会
の
み

な
ら
ず
各
区
議
会
に
お
い
て
も
重

大
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
都
区
の
役
割
分
担

と
こ
れ
に
応
じ
た
財
源
配
分
は
都

区
制
度
の
根
本
を
な
す
も
の
で
あ

り
、
こ
の
明
確
化
な
く
し
て
都
区

制
度
改
革
の
趣
旨
が
名
実
と
も
に

実
現
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
ま

た
、
都
が
財
調
外
で
負
担
す
る
と

し
た
清
掃
関
連
経
費
の
区
の
財
源

配
分
へ
の
反
映
を
は
じ
め
、
迫
り

来
る
小
中
学
校
改
築
需
要
急
増
へ

の
対
応
、
都
区
双
方
の
都
市
計
画

事
業
の
実
施
状
況
に
見
合
う
都
市

計
画
交
付
金
の
配
分
に
つ
い
て
も

か
ね
て
よ
り
の
懸
案
事
項
で
あ
る
。

さ
ら
に
国
の
三
位
一
体
改
革
等
の

大
規
模
な
税
財
政
制
度
の
改
正
は

特
別
区
財
政
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
基
礎

自
治
体
重
視
の
分
権
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
行
財
政
基
盤
の
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

中
野
区
議
会
は
、　

万
区
民
を

30

代
表
し
、
主
要
５
課
題
の
全
面
的

な
解
決
に
向
け
、
東
京
都
に
対
し

都
が
行
う
大
都
市
事
務
・
財
源
の

早
急
な
明
示
を
求
め
る
と
と
も
に
、

次
に
掲
げ
る
事
項
の
解
決
を
図
る

た
め
最
大
限
の
行
動
を
起
こ
す
こ

と
を
こ
こ
に
表
明
す
る
。

一
、
都
が
行
う
大
都
市
事
務
・
財

源
の
明
示
に
よ
る
都
区
間
役
割

分
担
の
明
確
化

一
、
清
掃
関
連
経
費
の
財
源
と
し

て
都
に
残
し
た
７
４
５
億
円
の

特
別
区
へ
の
移
転

一
、
間
近
に
迫
っ
た
小
中
学
校
改

築
需
要
急
増
に
対
応
で
き
る
財

源
の
確
保

一
、
都
区
双
方
の
都
市
計
画
事
業

の
実
施
状
況
に
見
合
っ
た
都
市

計
画
交
付
金
の
確
保

一
、
三
位
一
体
改
革
の
影
響
等
も

含
め
た
都
区
財
政
調
整
配
分
割

合
の
拡
充

　

以
上
、
決
議
す
る
。

 　

歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島

及
び
択
捉
島
か
ら
な
る
北
方
領
土

は
、
わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
り
、

ロ
シ
ア
連
邦
か
ら
の
早
期
返
還
は

日
本
国
民
の
切
実
な
願
い
で
あ
る
。

　

北
方
領
土
問
題
解
決
に
向
け
て

は
、
平
成
５
年
の
「
東
京
宣
言
」

を
は
じ
め
と
し
て
、
近
年
、
日
ロ

関
係
に
お
け
る
良
好
な
環
境
作
り

が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
わ

が
国
に
お
い
て
は
、
な
お
一
層
の

外
交
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　

特
に
、
来
る
平
成　

年
は
日
露

17

通
商
友
好
条
約
締
結
１
５
０
周
年
、

ま
た
、
平
成　

年
は
日
ソ
共
同
宣

18

言　

年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、

50
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大
き
な
進
展
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

よ
っ
て
中
野
区
議
会
は
、
政
府

に
対
し
、
今
後
と
も
継
続
し
て
対

ロ
シ
ア
外
交
交
渉
を
強
力
に
展
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
北
方
領
土
の

早
期
返
還
を
実
現
す
る
よ
う
強
く

要
請
す
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。 

 　

地
域
社
会
全
体
と
し
て
高
齢
者

の
人
権
を
守
る
体
制
を
充
実
さ
せ
、

虐
待
防
止
の
た
め
の
具
体
的
な
対

策
を
早
急
に
実
現
す
る
た
め
、
次

の
内
容
を
含
め
た
、
高
齢
者
虐
待
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防
止
法
の
制
定
を
強
く
要
望
い
た

し
ま
す
。

１　

相
談
窓
口
の
設
置
と
、
早
期

発
見
の
た
め
の
通
報
シ
ス
テ
ム

を
確
立
す
る
こ
と
。

２　

高
齢
者
を
虐
待
か
ら
切
り
離

す
緊
急
保
護
の
た
め
に
一
時
保

護
施
設
等
を
整
備
す
る
こ
と
。

３　

関
係
機
関
や
家
族
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
。

４　

施
設
職
員
や
関
係
者
へ
の
虐

待
防
止
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
。

５　

高
齢
者
虐
待
防
止
に
関
す
る

国
民
へ
の
教
育
・
啓
発
を
推
進

す
る
こ
と
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務

大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
あ
て
〉

 　

政
府
は
、
構
造
改
革
の
中
心
課

題
と
し
て
、
郵
政
事
業
の
民
営
化

に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
郵
政
事
業
は
、
国
営
の

公
社
と
し
て
、
郵
便
、
貯
金
、
保

険
の
三
事
業
を
公
的
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
全
国
に
公
平
に
提
供
し
、
さ
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ら
に
、
各
自
治
体
と
の
連
携
に
よ

り
住
民
票
や
納
税
証
明
書
等
の
交

付
事
務
を
行
う
な
ど
、
国
民
生
活

の
安
定
向
上
と
福
祉
の
増
進
に
大

き
く
寄
与
し
て
お
り
、
国
民
生
活

に
深
く
根
を
下
ろ
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
影
響
は
広
範
囲
に
及

び
、
民
営
化
に
つ
い
て
は
慎
重
に

対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、
国

会
及
び
政
府
に
対
し
、
こ
れ
ら
郵

政
事
業
の
果
た
す
公
共
的
・
社
会

的
役
割
の
重
要
性
を
考
慮
し
、
民

意
を
十
分
反
映
し
民
営
化
を
拙
速

に
進
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
強
く

要
請
す
る
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務

大
臣
、
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
、

行
政
改
革
担
当
大
臣
あ
て
〉
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【○：賛成　×：反対　―：退席】

結　

果

市　

民 　
（2）

無
所
属 　
（3）

民
主
ク 　
（4）

Ｔ
自
民 　
（8）

共　

産 　
（8）

自
・
民 　
（7）

公　

明 　
（9）

会 派  名 
（議員数）

件    名

������

可決〇×〇〇〇〇〇平成16年度中野区一般会計補正予算

可決〇〇〇〇×〇〇中野区立保養施設条例を廃止する条例

可決〇〇×〇〇×〇〇中野区自転車駐車場条例の一部を改正
する条例

������

不採択－〇××〇××
（16）第７号陳情　上鷺宮・鷺宮から

中野駅までミニバスを走らせる
ことについて

不採択××－××〇××（16）第39号陳情　南中野タウンバス
について

不採択－〇××〇××
（16）第46号陳情　「中野駅周辺まち

づくり計画」の策定と住民投票
制度について（１項）

不採択××××－××
（16）第50号陳情　インターネットの

正しい運用がなされるための条
例制定について

※議員数は議長を除く。
会派の略称 公　明：公 明 党 議 員 団、 自・民：自由民主党・民社クラブ
 共　産：日本共産党議員団、 Ｔ自民：ＴＯＫＹＯ自民党中野区議団
 民主ク：民主クラブ、　    無所属：無所属の会、　   市　民：市民自治
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